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ここで，Qin が入力側血流量 [ml3/s]，Qout が出力側血流量

















との誤差 y を算出し，その誤差が小さくなるように PI制御に
よってモデル内部のパラメータを更新する．ここで，フィード
バック関数 fx は以下の式で表される．
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